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第第５５章章  ここのの計計画画のの着着実実なな推推進進ののたためめにに  

１１  各各主主体体のの役役割割  

この計画を着実に推進するためには、各主体が、それぞれの役割を十分に認識した上で、

相互に連携し、日頃の生活又は事業活動の場で取組を実践していく必要があります。 

 

  ((11))  県県民民のの役役割割  

    県民は、自らが廃棄物の排出者であることを自覚して、日々の暮らしにおいて、廃棄物

をできるだけ発生させない意識を持ち、排出した廃棄物についても再生利用に向けて分別

を行う等、資源循環に向けて取り組むことが期待されています。 

 

  ((22))  事事業業者者のの役役割割  

    事業者は、排出者責任を十分認識して廃棄物を適正に処理し、また、生産工程や流通過

程において、可能な限り廃棄物の排出を抑制するとともに、自らが生産する製品について、

環境に配慮したものづくりに努めることで、廃棄物の発生を抑制する等、資源循環に向け

て取り組むことが期待されています。 

 

  ((33))  処処理理業業者者のの役役割割  

    処理業者は、生活環境の保全を確保した上で、適正な処理を行うことはもちろんのこと

廃棄物の循環利用を図る等、廃棄物・リサイクル産業の担い手として、資源循環に向けた

大きな役割が期待されています。 

 

  ((44))  市市町町等等のの役役割割  

    市町等は、区域内の一般廃棄物処理の責務を果たすため、持続的な施設の運営を図ると

ともに、住民等に対して、３Ｒや適正処理の推進を図るなど、一般廃棄物処理計画に基づ

き、総合的かつ計画的に資源循環に向けた施策に取り組むことが期待されています。 

 

  ((55))  県県のの役役割割  

    県は、本計画に掲げる目標の達成に向け、各種施策を進めていくとともに、循環型社会

の構築を目指して、県民、事業者、処理業者、市町等と連携を図りながら、資源循環に向

けて取り組みます。 

 

２２  計計画画のの進進行行管管理理  

   この計画を着実に推進するため、県では、毎年度、各種施策の実施状況を把握するととも

に、その状況を公表することで、各主体と共通認識を図りながら、この計画の進行を管理し

ていきます。 
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資 料 編 

資料編 目次 

１ 計画の策定経過等 

２ 計画の施策展開一覧 

３ この計画で使用する用語の解説 

 

１ 計画の策定経過等 

 (1) 計画策定の経過 

令和２（2020）年２月 10 日 栃木県環境審議会【諮問】 

・計画の策定について 

・栃木県環境審議会廃棄物部会の設置について 

令和２（2020）年６月 11 日 第１回栃木県環境審議会廃棄物部会【審議（書面開催）】 

・現状と課題、今後の検討の方向性等について 

令和２（2020）年９月 15 日 第２回栃木県環境審議会廃棄物部会【審議】 

・計画骨子案、具体的施策案等について 

令和２（2020）年 11 月 24 日 第１回とちぎ環境立県推進本部会議【中間報告】 

・計画素案について 

令和２（2020）年 11 月 26 日 栃木県環境審議会【中間報告】 

・計画素案について 

令和２（2020）年 12 月４日 

～令和３（2021）年１月４日 

パブリック・コメント 

意見件数：０件 

市町意見照会及び関係団体意見照会 

意見件数：５件（１市）、24 件（２団体） 

令和３（2021）年１月 26 日 第３回栃木県環境審議会廃棄物部会【審議（書面開催）】 

・計画案について 

令和３（2021）年３月４日 栃木県環境審議会【答申】 

・計画の策定について 

令和３（2021）年３月 26 日 第２回栃木県環境立県推進本部会議【決定】 

(2) 栃木県環境審議会廃棄物部会の構成（※それぞれ 50 音順） 

部会長 鈴木 昇 宇都宮大学 名誉教授 

部会委員 池田 真久 栃木県土地改良事業団体連合会 専務理事 

 稲野 秀孝 （一社）栃木県医師会 副会長【～令和２(2020)年７月】 

小沼 一郎 （一社）栃木県医師会 副会長【令和２(2020)年７月～】 

篠﨑 清 （一社）栃木県経営者協会 地域環境委員 

専門委員 多島 良 国立研究開発法人国立環境研究所 資源循環・廃棄物研

究センター 主任研究員 

寺内 清修 （一財）日本環境衛生センター 環境事業第一部 環境

保全課長 

長岡 文明 ＢＵＮ環境課題研修事務所 主宰 
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